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鰐舶讐さくらサイエンスプラン』友情と感激
札幌日大高等学校の活動報告
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モンゴルの生徒と学んだ寒冷地の科学
㊥世界の技術を広く学ぶモンゴルの高校生

本校は2016年1月27日～2月3日､モ

ンゴル国より新モンゴル高等学校および新モンゴル工業高等専門学枚の生徒10名教貞-名を招へいしました｡｢寒冷地における科学技術の取-組みと将来の可能性を探る｣をテーマとして施設見学および諦演参加などのプログラムせ実施しました｡

新モンゴル高等学校は2000年に設立さ
れた12年生の高等学校で､世界の教育水準に適合した学習プログラムを取り入れ､グローバル教育および科学教育を推進しておりー多くの卒業生を日本の大学や高等専門学校へ輩出している学校です｡

在校生たちもモンゴル国代表として国際情
報大会･国際物理大会･国際化学大会等に参加するなど'将来のモンゴル国の科学分野を担う人材を創出しています｡新モンゴル工業高等専門学校は日本の高等専門学校をモデルとした学校であり､理数教育だけでなく日本語を筆頭に語学教育を重視しています｡世界の技術を広-学ほうとする意欲ある学生の育成を図っています｡㊥寒冷地の科学技術研究を学ぶ

本校の所在地である北海道では､寒冷地の
特性を活かしたさまざまな科学技術研究が行われています｡招へい対象者の住むモンゴル国も世界有数の寒冷地であ-'双方の高校生が科学技術を通じて交流を図り､北海道で実践されている寒冷地における自然科学分野の研究を学ぶ機会としてプログラムを企画しました｡招へい者は本校ssHクラスに在籍する生徒宅にホームステイ叡Lt生活文化面での交流も図りました｡

実施した内容は'施設見学としてまず北海
道大学低温科学研究所を訪問し､雪結晶の親祭'古川義耗特任教授よる『宇宙ステ-ショ
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ン｢さばう｣で氷を作る実験』　のメカニズムにつ.いて特別講義を受けました｡
講義終了後ー古川先生が実際に宇宙での実

敬(氷の結晶成長)に用いた微小重力環境にょる氷結晶生成の小型実験装置を見学｡その後グループに別れ､日本に2ヶ所しかないマイナス50℃の超低温保存量を見学しました｡
ここには'南極大陸の氷床から採取された

約m万年前の氷が含まれる｢氷コア｣が保管されており'その氷を用いて様々な測定･実
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験が行われています?心針･.Y:1年に北大初の附置研究所と七で綾立された低温私学研究所で最先端の研究心触れるこ_ Nで､知的好奇心を喚起することができ漣もたoモンゴル国では近年降雪量が増え.て連結S:為が､雪に関する研究は発展途上であ基.耳衝の潮究に対する意欲が高まる有意義毒ゼな乃ました｡
トヨタ自動車北海道苫小牧工場ではオート

マチックトランスミッションやcVTの最先端の製造現場を見学しました｡音更町ではよつ葉乳業十勝主管工場においてバターや牛乳の製造ラインを見学し､十勝の酪農の現状や将来の展望について学習しました｡乳製品の加工技術の実際に触れ､自国の酪農業の可能性について良い研究テーマを得ることができ

大赦の11.5センチ反射望遠鏡を用いて冬の星座町観察及び講義を受けました｡
また1日本で低緯度オーロラを観測した陸

別町においてオーロラの権威である上出洋介先生(名古屋大学名誉教授)による講義を受けました｡講義は『オーロラとは何か』という内容で､オーロラのメカニズムから自然への影響､また将来の可能性についてのディスカッションを交えたプログラムを実施しました｡

りくべつ宇宙地球科学飴では､オーロラ観

測体験を行いました｡これは'カナダ･イエローナイフにおけるオーロラの発生の様子をドーム型スクリーンに映し出される仕組みを

ました｡㊥オーロラ観測体験に感動
陸別町では｢り-べつ亭宙地球科

学館｣　の施設見学をしました｡氷点下20度を下回る橿寒の中で､日本最

て観察するものでしたが､オーロラが

りくべつ宇宙地球科学館での記念撮影よつ葉乳業の見学
発生した瞬間には生徒全員が感動の声を上げていました｡

オースーラリアの

高校と姉妹校交流を行っ七いましたが､2015年度より文部科学省よりスーパーグローバルハイスクール　(SGH)に認定され'グローバル人材の育成に力を注いでいます｡

｢世界に貢献する
人｣を目指す人材育成像としている本校にとって､今回のプログラムはこれまで交流の少なかったアジア圏との人たちと共に学ぶ良いきっかけとなりました｡また､理数教育分野でのグローバルな交流を図り'将来の寒冷地における科学技術研究の可能性を探るとともに'自分たちの居住地域の撮興を担う科学技術者の育成を志すきっかけとなったと考えます｡

今後は同じテーマ
について学んだモンゴルの生徒との共同研究をいかに推進していくか､一過性のものにするのではなく､継続した具体的な研究テーマ心昇華させてい-必要があると考えます｡
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